
 

 

ステップ３ 

まちづくりの方針（案） 

 
 
  

 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第３回新産業の森西部地区まちづくり検討会を開催しました！ 

これまでの検討会で意見・提案したまちづくりの方向性を次の３ステップで整理・分類し、カテ

ゴリごとにとりまとめた『まちづくりの方針（案）』について事務局より提案がありました。 

日時：２月 1 日（木）１８：３０～２０：３０ 

内容：①まちづくりの方向性について 

   ②まちづくりの方針（案）について 

   ③意見交換 

第３回検討会では、事務局から提案があった『まち

づくりの方向性の分類（ステップ３）』や『まちづく

りの方針（案）』について意見交換を行いました。 

まちづくりの方針（案）の設定に向けた検討内容を紹介します！ 

第３号（令和６年２月） 
発行：新産業の森西部地区まちづくり検討会 

新産業の森西部地区まちづくりニュース 

▲検討会の様子（会場：御所見市民センター） 

ステップ１ 

ステップ２ 

 

 【各班で挙げられたまちづくりの方向性（意見・提案）を整理】 

・カテゴリごとに挙げられたまちづくりの方向性を A～C 班ごとに整理する。 

『土地利用』 『道路・交通』 『公園・みどり』 『安全・安心』 その他 

【各班で挙げられたまちづくりの方向性（意見・提案）を 1 つに集約】 

・ステップ１で整理した A～C 班の方向性を、1 つの方向性として集約する。 

A 班 B 班 C 班 

【集約したまちづくりの方向性（意見・提案）を分類】 

・ステップ２で集約した方向性を、次の 4 つの視点で分類。 

A：方針（案）の基軸 
となる方向性 

B：内容に調整が 
必要な方向性 

C：反映できない 
方向性 

D：その他の方向性 

①上位計画の位置づけ
に一部合致していな
い方向性 

②西部地区および周辺
の地形や道路の整備
状況から実現が難し
い方向性 

③意図のみを記載でき
る方向性 

①上位計画の位置づ
けに概ね合致してい
る方向性 

②西部地区および周
辺の地形や道路の
整備状況からまちづ
くり・市街地整備と
あわせて実現が可
能な方向性 

①上位計画の位置づけ

に合致していない方

向性 

②西部地区および周辺

の地形や道路の整備

状況から実現できな

い方向性 

①事業実施の段階で検

討する方向性 

②方針（案）ではなく、

まちづくり全体を考

える上で必要な方向

性 

検討会としての方向性（意見・提案）を整理・集約 

【問合せ先（検討会事務局）】藤沢市都市整備部西北部総合整備事務所 

電話：0466-46-5162     e- mail：fj3-seihoku@city.fujisawa.lg.jp 

H P：https://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/seihoku/machizukuri/toshi/shisaku/shinsangyo.html 

※検討会の実施状況等については、HP で公開していますので、ご覧ください。 
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2  

事務局からの提案内容を紹介します！ 

 

土
地
利
用 

産
業
拠
点 

居
住
環
境 

①産業ゾーンと住宅ゾーンは

エリアを分けたい 

②人々が交流する土地利用に

したい 

③道路付けに配慮し、将来需

要予測に基づく産業用地を

確保する 

④先端技術等の研究施設を

誘致して、産業拠点の新た

なモデル地区をめざす 

⑤雇用創出とあわせて、流入人

口の増加や若者の U ターンに

よる人口増加をめざしたい 

⑥公共交通を利用しやすい住

宅ゾーンの形成 

⑦居住環境に配慮した住宅ゾ

ーンを形成する 

⑧孤立しないようにまとまっ

た住宅ゾーンを整備する 

⑨居住者を対象とした生活利

便施設（スーパー・コンビニ

等）を確保する 商
業 ⑩交流や賑わいを創出する商

業ゾーンを形成し大規模シ

ョッピング施設を誘致 

A 

A 

A 

D 

C 

A 

A 

A 

A 

C 

考え方 まちづくりの方針（案） 

・誘致する企業の具体的な業種等

は、事業実施の段階で検討しま

す。 

・上位計画の位置づけに概ね合

致しているため、まちづくりの

方向性に位置づけました。 

●交通利便性の高い新たな産業拠点の
創出 

主要な道路からのアクセス性に配
慮した、産業ゾーンの形成をめざしま
す。 

●快適で暮らし続けることのできる居
住環境の形成 

安全安心や、公共交通の利便性に
配慮した居住環境の形成をめざしま
す。 

・上位計画において、「人口増加」

や「新たな住宅地の形成」等の基

本方針が示されていないことか

ら、人口増加についてはまちづ

くりの方針（案）に反映できませ

ん。 

居住環境の改善のため、既存の住
宅を集約し、まとまりのある住宅ゾー
ンの形成をめざします。 

地区内居住者や通勤者等が利用で
きる生活利便施設を確保すること
で、若者から高齢者まで誰もが快適
に暮らすことができる居住環境の形
成をめざします。 

・上位計画において、「商業拠点」

や「賑わいの創出」等の基本方針

が示されていないことから、商

業ゾーンの形成や大規模商業施

設の誘致についてはまちづくり

の方針（案）に反映できません。 

●農業に配慮したまちの形成 

農業を続けたい人が農業を続けら
れるような土地利用や隣接する農地
への影響に配慮したまちづくりをめ
ざします。 

②住宅ゾーンにも住民が憩え

るような小さな（身近な）公

園を整備する 

③今ある自然を残した公園に

したい 

⑤居住者や通勤者、農家、スポー

ツする人等、様々な人が自然

と交流できるようなまち 

⑥２つあるスポーツ広場は１

つに集約する 

公
園
・
み
ど
り 

公
園 

④既存の森林や雑木林を活かす 

①誰もが安心して利用できる

ような開かれた公園を整備

する 

み
ど
り 

ス
ポ
ー
ツ
広
場 

⑦地元の人の憩いの場として

だけではなく、誰もが利用

できる多機能型スポーツ広

場等として再整備 

⑧周辺の大きな道路から入る

ことができ、駐車場が整備

された広場 

A 

A 

A 

A 

A 

B 

B 

A 

考え方 まちづくりの方針（案） 

・スポーツ広場の集約や再整備

は、事業実施の段階で検討しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

として、まちづくりの方向性に位

置づけました。 

●再整備等による多機能な広場づくり 

周辺道路からのアクセス性の確保
や、駐車機能の導入により利便性の
向上をめざします。 

●自然環境を活用したみどりの空間づ
くり 

今ある緑地や樹林地等の保全・活
用により、誰もが豊かな自然を感じ
られる空間の創出をめざします。 

⑥スポーツ広場は、機能を集約

することで、土地を有効活用

する 

●誰もが利用しやすい公園づくり 

・上位計画の位置づけに概ね合

致しているため、まちづくりの

方向性に位置づけました。 

土地利用に適した機能を導入し、
今ある自然環境を活用した、誰もが
憩える、開かれた公園の形成をめざ
します。 

⑦地元の人の憩いの場として

だけではなく、誰もが利用で

きる多機能な広場を整備する 

広場の利用者が、スポーツや飲食、
キャンプ、バーベキュー等、様々な活
動ができる多機能な広場の形成をめ
ざします。 

スポーツ広場については、再整備
や機能集約による土地の有効活用を
めざします。 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

 

3  

道
路
・
交
通 

地
区
内
幹
線
道
路 

②（仮称）遠藤葛原線の４車線

化（片側 2 車線） 

⑥進出企業と協働による公共

交通（バス路線）の拡充 

⑦（仮称）遠藤葛原線に公共

交通（バス路線）を引き込む 

A 

C 

生
活
道
路 B 

①軸となる（仮称）遠藤葛原線

の早期整備 

③地区内の狭い道路は、拡幅

や歩道の設置をしたい 

④大型車両の通行時間指定

や通行禁止等の交通規制

の導入 

A 

公
共
交
通 

⑤公共交通（バス路線）の拡

充による住みやすい環境の 

整備 

B 

B 

B 

⑧産業ゾーンや住宅ゾーン等

に応じた道路ネットワーク

を形成したい 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

A 

・（仮称）遠藤葛原線の将来交通

量の予測から、道路構造令に定

められている基準により 2 車

線（片側 1 車線）の道路として

計画されています。 

・4 車線化については、過大な道

路計画となるため、まちづくり

の方針（案）に反映できません。 

・上位計画の位置づけに概ね合

致しているため、まちづくりの

方向性に位置づけました。 

●安全で快適な生活道路の確保 

狭隘道路の拡幅や行き止まり道路
の解消、歩道の整備により、安全で快
適な生活道路の確保をめざします。 

・具体的な通行時間指定や通行

禁止については、事業実施の段

階で検討します。 

 

 

 

として、まちづくりの方向性に位

置づけました。 

④交通規制を導入した、安全な

生活道路を整備する 

●幹線道路ネットワークの構築 

地区内外をつなぐ幹線道路である
（仮称）遠藤葛原線について、県道
42 号（藤沢厚木）・県道 22 号（横浜
伊勢原）間の早期整備による幹線道
路ネットワークの構築をめざします。 

●公共交通（バス路線）の拡充と再編 

考え方 まちづくりの方針（案） 

新たなまちづくりにあわせて、公
共交通（バス路線）の拡充や地区周辺
を含めた路線の再編をめざします。 

●地区内道路ネットワークの構築 

各ゾーンに適した幅員の道路を整
備するとともに、居住環境における
生活道路を適切に配置することで、
地区内道路ネットワークの構築をめ
ざします。 

・公共交通の整備や拡充は、交通

事業者の協力が必要となります

が、意図として反映できるため、

まちづくりの方向性に位置づけ

ました。 

安
全
・
安
心 

防
災 

①調整池や雨水排水施設を整

備する 
A 

安
全 

安
心 

減
災 

防
犯 

②誘致企業と協力し洪水対策

をする 

③企業誘致により、まちの防

災・減災機能を向上させる

（一時避難場所・非常用品

の備蓄等） 

④秩序ある開発を進められる

ようなまちづくり 

⑤まちづくりにあわせた各種

インフラの整備（公共下水・

ガス等） 

⑥災害を拡大させないまちを

めざす 

⑦街灯や防犯灯、防犯カメラ

を整備する 

⑧道路整備にあわせて道路

附属物（照明灯・カーブミラ

ー・ガードレール等）を整備

する 

A 

B 

D 

A 

A 

B 

B 

考え方 まちづくりの方針（案） 

・上位計画の位置づけに概ね合

致しているため、まちづくりの

方向性に位置づけました。 

・一時避難場所・非常用品の備蓄

等については、企業の協力が必

要となりますが、意図として反

映できるため、まちづくりの方

向性に位置づけました。 

・まちづくりの方針（案）には反映

できないものの、将来的な各種

制度を活用したまちづくりによ

り、きめ細やかなルールによる

制限を設けることが想定されま

す。 

・具体的な通行時間指定や通行

禁止については、事業実施の段

階で検討します。 

 

 

 

 

 

 

として、まちづくりの方向性に 

位置づけました。 

⑦防犯設備を整備する（街灯・

防犯灯・防犯カメラ等） 
●施設等の整備による安全性・防犯性

の向上 

●都市基盤の充実による防災機能の強化 

道路や公園、調整池、公共下水道、

その他インフラ（ガス等）等の都市基

盤の充実により、防災機能の強化を

めざします。 

誘致する企業との協力により、防

災・減災機能の向上をめざします。 

●災害に強いまちづくり 

地震や台風等の自然災害に強いま

ちづくりをめざします。 

⑧道路施設を整備する（照明

灯・カーブミラー・ガードレール
防犯設備や道路施設の整備によ

り、居住環境や道路空間の安全性・

防犯性の向上をめざします。 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３つのステップで整理・分類したまちづくりの方向性やまちづくりの方針（案）について、意

見交換を行いました。 

人口増加や 

大規模商業施設

に関する意見 

●人口の増加が見込めないと衰退していってしまうのではないか。 

●人口増加や大規模商業施設の誘致により、地域の発展や活性化をさせたい。 

★アドバイザー・事務局からの回答等 

人口減少や少子超高齢化社会を踏まえ、国ならびに県・市では人口を維持す

るという考えであり、人口増加や居住地の拡大等は考えていない。『都市をコン

パクトにしよう』とする考え方のもとまちづくりを進めており、新たな住宅地や

商業施設は駅や都市の拠点に集約し、それらを交通軸で結ぶことで、都市の活

力を維持していくこととしている。 

主な意見交換の内容を紹介します！ 

4  

アドバイザーからの助言を紹介します！ 
第３回検討会で、アドバイザー（市関連部局課）からまちづくりの方針（案）に関する留意点

等の助言がありましたのでご紹介します。 

・西部地区のまちづくりは、これからの藤沢市のまちづくりにとって重要となるので、広い視

点で物事を見ながら、交通・土地利用等の様々な分野で関わっていきたい。 
都市計画課 

・農業をやっている方々が営農を継続できるような状況にしたい。その点に配慮したまちづく

りを今後も検討していただきたい。 
農業水産課 

・現状、藤沢市のスポーツ施設は充足していない。心豊かな生活にはスポーツや文化といった

視点も重要であるため、引き続き検討していただきたい。 
スポーツ推進課 

・藤沢市では緑が少しずつ減少している。今ある自然環境をどれだけ人と共存できる緑とし

て残せるのかがポイントとなる。また、斜面地の樹木による土砂災害防止や遊水地における

治水等の効果があるグリーンインフラについても検討していきたい。 

※グリーンインフラとは、自然環境が有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある地域づくり

を進めるもの。(国土交通省[グリーンインフラストラクチャー～人と自然環境のより良い関係を目指して～]より抜粋) 

みどり保全課 

次回の検討会では、「意見交換の内容」や「アドバイザーからの助言」を踏まえて、 

カテゴリごとの『まちづくりの方針（案）』について意見交換を行っていきます。 

幹線道路に 

関する意見 

●（仮称）遠藤葛原線が開通しないとまちづくりが進められないのではないか。 

★アドバイザー・事務局からの回答等 

公共交通に 

関する意見 

●新たな人口増加を見込まずに、バス路線の拡充や再編はあり得るのか。 

●人口減少の中では、コミュニティバスのような小さなバスは導入できないか。 

★アドバイザー・事務局からの回答等 

●農地への配慮は大切だが、実際にまちづくりが動き出すのは 10 年以上先に

なり後継者や担い手がいない状況が進んでしまうのではないか。 

★アドバイザー・事務局からの回答等 農業・農地に 

関する意見 
後継者・担い手不足は問題になっている一方で、新規に参入する農家からは

「農地が足りない」と言われている状況もある。 

路線バスの再編はハードルが高いが、藤沢市内では地域主体で乗合タクシー

を導入している地区もある。最寄駅から企業用地までの交通手段が課題になる

ため、あわせて検討していく必要がある。 

西部地区における重要な幹線道路であるため一部整備を進めている。今後も

まちづくりとあわせて取り組んでいく必要があると認識している。 


